６　橋津川と臨海公園

　東郷池と日本海を結ぶ２級河川・橋津川は羽合町南谷の東郷池から同町橋津まで、曲流して日本海へ注ぐ幅２５メートル・延長２.１キロメートルの川であった。東郷池へは、埴見川、羽衣石川、東郷川、舎人川が流入するが、東郷池から流出するのは橋津川のみである。川幅は狭く、そのうえ蛇行して、海の干満によっては海水が逆流する。また砂の堆積によって河口閉鎖を伴うと、東郷池が増水し、湖岸の農産物、家屋が浸水し被害が相次いだ。このため抜本的なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちすい),治水)対策が湖岸住民の多年の念願であった。

　河川改修工事は、羽合、東郷両町をはじめ関係機関の働きかけで昭和４２年に着工した。その後昭和６２年の台風１９号の大被害をきっかけに、県の河川激甚災害対策特別事業に指定され本格的に活動することになった。延長１.４５キロメートルの河川。川幅も現在の約３倍の７０メートルに拡張されたのをはじめ、橋津地域の護岸工事、河口閉鎖を防ぐための導流堤の設置、潮止水門、橋津大橋、馬ノ山大橋、南谷大橋、浅津大橋も完成した。

　東郷池周辺は、県立東郷湖臨海公園が広がっているため、これらの橋は周りの環境にふさわしいように、デザインにも工夫を凝らしている。


　水害の危険のない安全な川に生まれ変わった橋津川の新しいシンボルとなった浅津橋。建設省のマイロード事業に選定されて、平成４年（１９９２）２月に完成した。史跡の町にふさわしく親柱、照明灯や高欄な
埴輪　勾玉　太刀
どは周辺の遺跡から出土したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はにわ),埴輪)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まがたま),勾玉)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たち),太刀)などを主題にデザインされ、古代ロマンをほうふつさせる。

　橋の上からはゆったりと静かに流れる橋津川が見渡せ、東郷池も一望でき、晴天の日には伯耆富士の異名をもつ大山の雄姿を眺望できる。東郷湖臨海公園も整備され、屋根のある多目的広場をもつ「夢広場」、テニスコート、ローラースケート、ゲートボール、野球場、総合健康増進施設としての「中部健康増進センター」「農業漁業者トレーニングセンター」「ハワイ馬ノ山公園」「風土記館」などもあり、一帯は観光の拠点として、町民の憩いの場として広く親しまれている。
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